
主目的 6 29 4

副目的

款 項 目 大 中

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

勤労者の福利厚生の充実と向上を図る。

内容

（手段）

【平成２４年度実施内容】

・中小企業退職金共済制度助成金

市内に事業所を有する中小企業者を対象に、中小企業退職金共済制度の掛金の一部を助

成し、この制度への加入を促進することにより、市内中小企業の育成と従業員の福祉の増

進を図った。5,688千円

・事業主・従業員等高度健康診断補助金

小牧商工会議所が実施する満４０歳以上の市内事業者の事業主、従業員等の高度健康診

断（人間ドック）に対し補助をした。2,400千円

・労働関係講習会の実施

愛知県尾張事務所と共催で労働関係講習会を実施した。平成２４年度は１１月６日に「労働

関係をめぐる環境の変化」等の講座を行い、５２名の参加があった。

商工観光課

商工労政係

2

小牧市中小企業退職金共済制度促進助成規則、小牧市労働団体等事業費補助金交付要綱、小牧市事業主・従業員等高度健康診断補助金交付要綱
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平成３０年度以降

商工業

総合計画

分野別計画

予算区分

事業期間

雇用対策・勤労者福祉を充実する
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平成１２年度以前
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根拠法令・個別計画
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Ｈ22決算額

8,5407,853

Ｈ23決算額

0
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関係をめぐる環境の変化」等の講座を行い、５２名の参加があった。

・労働団体等事業費補助金

勤労者の健全な育成並びに福利厚生及び文化経済の向上を図ることを目的に、地域労働

団体に補助した。　1,100千円

【２４年度その他直接経費の内訳】

講師謝礼（20千円）、消耗品費（14千円）

【２５年度直接経費の内訳】

講師謝礼（20千円）、普通旅費（6千円）、消耗品費（14千円）、中小企業退職金共済制度助

成金（5,000千円）、事業主・従業員等高度健康診断補助金（2,400千円）、労働団体等事業

費補助金（1,100千円）
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労働関係講習会参加

人数
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H25

事業の

達成状況

・中小企業退職金共済制度助成金は平成２４年度までに適格退職年金制度の移行

が必要だったこともあり助成件数が増加している。

・労働関係講習会については６１名の参加申込みがあったが９名の欠席があり５２名

の参加者となった。
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年年年年

度度度度

のののの

実実実実

事業実施におけ

る課題

・中小企業の事業者が加入者となる制度であるが、知名度があまり高くないため、加

入条件を満たす中小企業でも退職金共済制度に加入しておらず退職金の出ない中

小企業がある。
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容容容容

方向性の判定

方向性の判定

二二二二

次次次次

評評評評

価価価価

一次評価のとおり。

・中小企業退職金共済制度助成事業を廃止すると、同共済制度加入への影響が少な

からずあると思われるため勤労者福祉への低下が懸念される。

事業を縮小・

廃止したときの

影響

維　持

維　持

・労働関係講習会、中小企業退職金共済制度への加入について、多くの方に利用い

ただけるようＰＲ活動を行う。

判　定　理　由

事事事事
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自自自自

己己己己

評評評評

価価価価

平平平平

成成成成

２２２２

６６６６

年年年年

度度度度

のののの

事事事事
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２６年度以降

の改善案

・引き続き労働関係講習会への参加、及び中小企業退職金共済制度への加入につ

いて、多く方に利用いただけるようＰＲ方法等を検討する。

実実実実

施施施施

結結結結

果果果果

・中小企業退職金共済制度助成事業は中小企業に勤務する勤労者の退職金を確保

するために必要な助成制度であると考える。

・労働関係講習会についても企業の担当者に労働に関する法的知識を習得していた

だく機会を設けるためには必要と考える。

判定理由

事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

（対象や手段を見直す場合も含む）

２５年度における

事業の改善・見

直し内容（新規追

加事項、廃止・削

減事項等）


